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『謎の国、諏訪の国』で諏訪エリアの観光をPR！
　１月23日（月）吉本興業 東京本部において、諏訪エリア観
光ブランド「諏訪の国」の平成29年度観光キャンペーン発表
会がおこなわれました。
　平成27年から諏訪エリアの観光特使を務めるオリエンタル
ラジオの藤森慎吾さんも登場し、新しい諏訪エリアのキャン
ペーンをお披露目しました。
　今回、藤森さんは『謎の国、諏訪の国』を語る「ストーリ
ーテラー（語り部）」に扮し、諏訪にある「謎」を解き明か
していくというコンセプトで諏訪エリアの神秘性や地域性を
発信していきます。
　藤森さんが紹介する「謎」の中には、「御鹿射池（みしゃ
かいけ）」や「縄文のビーナス」、「岡谷シルク」などのコン
テンツが盛り込まれており、観光資源の豊かな諏訪エリアを
「諏訪の国」という観光地域ブランドのもと、一貫性をもっ
て発信していく狙いがあります。
　現在YouTube等で公開中の「諏訪の国（suwanokuni.jp)」
のPR映像と併せて、地域内でのブランド活用や気運の醸成を
図りながら、地域一体となった観光キャンペーンを展開して
いく予定です。
　藤森さんが紹介する「謎の国、諏訪の国」は諏訪地方観光
連盟の「諏訪観光ナビ（suwa-tourism.jp）」にて現在公開中
です。
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